
SPECIAL ISSUE まるごとそのままアピテラピ
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ラテン語でapiは「ミツバチ」、terraは「地球・大地」。アピテラピ

という名前には、ミツバチが地球を両側から支えている姿を重ね

合わせています。ミツバチと植物が、地球環境を損なうことなく

豊かな共生関係を築いてきたように、人も自然と調和し、日々の

暮らしが心地よくすこやかに循環することを目指しています。

01–02

巡り巡って、
みんなすこやか

人も自然の一部である。

1948年から続けてきた養蜂を通じて

ミツバチから教わった大切なこと。　

恵まれた気候風土のもと

その土地ごとの植物が花を咲かせ、

ミツバチが集まり共鳴し合い、実りをもたらし

種子を残す。

そして、人もその循環の輪の中で

受けた恩恵を次の循環へとつなげ、

生命の連なりをともに支えていく。

 アピテラピは、

自然と共にある心地よさをお届けします。

アピテラピ  ［apiterrapi］



アンモニア栄養分

蜜を分ける

受粉を助ける

栄養を分ける

すみかを提供

03–04

人にも、自然にもよい

ミツバチたちからの学び

山田養蜂場は自然豊かな岡山県鏡野町に
あります。
鏡野町には、四季折々の豊かな蜜源があり、
春はレンゲや桜、栃の木、夏は栗やねむの
木、秋にはコスモスや野生の草花など、多様
な花々が季節ごとに咲き誇ります。
蜜源となる花々はミツバチの訪れを待って
蜜を蓄え、ミツバチはその蜜をいただきな
がら花の受粉を助けています。
このミツバチと花のように、異なる生き物
同士が、それぞれの役割を果たしながら、
ともに生きる関係のことを、生態学用語で
「相利共生」と言います。
自然界ではこのような相利共生によって、
互いが支え合い、多様なつながりを育みな
がら大きな循環を作っています。例えば、クマ
ノミとイソギンチャク、アリとアブラムシ、ハチ
ドリとパイナップル、枝豆と根粒菌など。自然
界には無数の相利共生があり、その循環に
よって生命をつなげています。
養蜂家はミツバチのお世話をすることではち
みつを分けてもらい、この循環の輪の中に
入れてもらっています。

自然の恵み、
まるごとそのまま

鏡野町がある美作地区には、古くから循環型
の暮らしが根づき、自然の恵みをまるごと余す
ことなくいただく「一物全体」の考え方が受け
継がれてきました。わたしたちは、この「一物
全体」は、素材を無駄なく活かす知恵であると
同時に、自然の恵みが持つ素材の力をその
まま受け取り、からだを整える暮らしの知恵
でもあると考えています。
自然の恵みは、必要以上に手を加えなくても、
本来さまざまな力を持っています。
だからわたしたちは、足すことよりも、素材が
持つ力を活かすことを大切にし、天然由来の
素材だけを選んで使用しています。
原料選びから製法まで、一つひとつの工程には、
そのための理由があります。

自然界の優秀な
「環境センサー」

ミツバチは「地球環境のすこやかさを測る
センサー」としても、重要な役割を果たしており、
専門用語ではこれを「環境指標生物」と呼び
ます。
ミツバチたちの活動範囲は、ひとつの巣を
中心に半径数キロメートルにも及び、その
小さな体で広大なフィールドを巡って、蜜や
花粉を集めています。もしその地域に過剰な
農薬がまかれていたり、大気が汚染されてい
たりすれば、繊細なミツバチたちは途端に姿を
消してしまいます。ミツバチたちが元気に飛び
回っていることは、その地域全体の自然環境が
安全で豊かであることの証となります。
「ミツバチが暮らせる環境を守る」ということは、
巡り巡って、わたしたち自身の暮らしと未来を
守ることにもつながっているのです。

ミツバチたちが元気よく飛び回れる環境が
年々失われている中、わたしたち人間も地球
の一員として、地球環境と共生する生き方が
必要だと考えています。
自然の恵みは一方的に与えられるものでは
なく、互いに支え合い育まれるもの。
ミツバチたちの営みからわたしたちが学んだ
ことは、「調和」と「循環」という大切な教え
でした。

人もまた、
自然の一部として

今、ミツバチの減少が世界規模で進行して
います。
ミツバチは、急速に悪化している地球環境を
知らせるだけでなく、わたしたちの身近な
暮らしにも大きな影響を与えています。実に
世界の主要作物100種のうち、約70％が小さな
ハチたちの受粉によって支えられており、もしも

ミツバチたちが
警告する危機

わたしたちの選択

ものづくりには、さまざまな選択があります。
どんな素材を選ぶか。
どんな製法を選ぶか。
そして、どこまでを製品と考えるか、という
選択もあります。

例えばわたしたちは、人のからだにも自然
にも負荷の少ない素材を選ぶという基準の
もと、一つひとつの原料を選定しています。
その選択をできるだけありのままにお伝え
するため、商品ページではすべての成分と
その配合目的を開示しています。
化粧品には、原料を製造する過程で使われ、
最終製品にはごく微量しか残らない「キャリー
オーバー成分」と呼ばれるものがあります。
法律では表示義務がないため、一般的には
表示されません。わたしたちは、何が含まれて
いるのか分からないという状態をできるだけ
残したくないと考え、キャリーオーバー成分も
含めて公開しています。

わたしたちの製品づくりの選択の基準は、
不使用成分　 や容器・包材ポリシー　 にも
反映されています。

自然へ還る、その先まで

わたしたちのものづくりは、製品が完成した
ところで終わるものではありません。
アピテラピでは、水に流すすべての製品に
ついて、使用後に自然の中で完全に分解
されることを確認しています。
生分解性の試験には、単純に洗浄成分が機能
を失うまでを測るものと、完全に分解されるか
どうかを測るものがあります。アピテラピの
石けんやクレンジングは、完全分解を確認
する生分解性試験（BOD法）において、分解
されやすい、という評価を得ています。
暮らしの中で使われた石けんや洗浄剤の

アピテラピでは、自然由来のものを原則とし、
自然の中で循環・再生できないものは使わない
製法や素材を選択しています。

アピテラピの不使用成分

アピテラピのものづくりの根底にあるのは、
「調和」と「循環」という考え方です。自然から
いただいた恵みを活かし、自然へ還す。
それが、巡り巡って、人も自然もすこやかであり
続けることにつながると、わたしたちは考えます。

［製品容器］
可能な限り、再生可能なガラス容器またはバイオ
マスプラスチック、リサイクル P E T素材を使用
しています。

［包材］
できる限り無漂白の再生紙を優先的に使用し、
商品箱は環境配慮紙を採用。

［輸送箱］
リサイクル率100％、再生紙100％の段ボールを
使用。輸送の安全性を担保しながら、緩衝材を
少なくする工夫も行います。

花はミツバチに蜜を分け、
ミツバチは花の受粉を助けます

イソギンチャクはすみかを提供し、
クマノミは食べきれない大きな餌を
分け与えます

枝豆は根粒菌に養分を与え、
根粒菌は空気中の窒素を
アンモニアに変えて
枝豆に届け、成長を支えます

根粒菌

容器・包材ポリシー

化粧品

食品

ミツバチとともに 7 8年、養蜂を続ける中で教わったのは、人も自然も多様な命が支え合いながら豊かな循環を育んでいるという
ことです。この自然の営みから学んだことを、「アピテラピ」というカタチにしました。

成分は、排水として川や海へ流れ、やがて土や
水、植物や生きものへとつながる自然の巡り
の中へ還っていきます。
自然から恵みをいただくからこそ、わたしたちは、
流した水がその先で自然とどう関わっていく
のかにも目を向けています。
使い終わったその先まで見据えることも、
自然の巡りを大切にする選択の一つです。

ハチたちがいなくなったら豊かな食生活の
大半は失われてしまうかもしれません。
ハチたちが運ぶ小さな花粉は、単なる蜜の
代償ではなく、わたしたちの食卓と世界の
生態系を支える生命のバトンともいえます。

合成香料石油系
単独原料 合成色素 パラベン

（防腐剤）

鉱物油 エタノール

食物
アレルギー
特定原材料
由来成分

保存料 着色料 甘味料

1

1

2

2

かがみのちょう

そうりきょうせい

みまさか

いちぶつぜんたい



「カリウム」は植物の成長に欠かせない、三大栄養素のひとつ。
人にとっても重要な細胞の浸透圧の調整機能を持つ、必須ミネラルです。

完熟生せっけんの排水（左）・
石油系合成洗剤の排水（中央）・
水（右）でカイワレを育てた実験
では、完熟生せっけんの排水では
水と同じように育ちました。

05–06

自然の恵みをそのまま活かせる
「カリ石けん素地」

人にも、自然にも
よい石けん

「素材の力をそのまま活かせば、
きっと人にも自然にもいい石けんがつくれる。」
その想いから、完熟生せっけんは生まれました。
素材、製法、質感、香り。
人にも自然にもよい理由を、一つひとつ紐解きます。

少し専門的なお話になりますが、石けんの基本は「植物や動物の油脂」と
「アルカリ」の反応によって作られます。一般的な固形石けんは、アルカリ
成分に水酸化ナトリウムを使って作られており、これを「ナトリウム石けん」と
呼びます。アピテラピの完熟生せっけんは、一般的な固形石けんとは異なり
栄養豊富な植物油脂とカリウムで作られた「カリ石けん素地」を採用しています。

カリ石けんは、やさしい洗い心地と高い洗浄力を併せ持っているため、医療や
介護の現場でも選ばれてきました。一方で、その水に溶けやすい性質から
固形化することが難しいといわれており、市場でもほとんどのカリ石けんが
液状で流通しています。アピテラピでは独自製法により、カリ石けん素地を
使いやすく上質な固形石けんにすることに成功しました。

天然由来 100％
石油由来の防腐剤や界面活性剤、合成香料などを
一切使わず、すべて天然由来成分でつくられています。
洗い流しても、植物が育つほどのクリーン設計です。

職人が丹念に手作業でじっくりと焚き込むことで、素材の恵みをそのまま活かす
製法を実現。カリ石けんを固形化し、うるおいを閉じ込めた生せっけんに仕上げ
ました。 

石けん素地のベースとなる天然
のオリーブ果実油をじっくり加温
しながら、水酸化カリウムを加え
鹸化。天然の保湿成分グリセリン
を抱え込んだカリ石けん素地を
つくります。

うるおいクッションで
すこやかに洗う

花々と木々が混ざり合った
甘さの奥に、ピリっとした
野生の気配。自然の鼓動
を感じるミツバチの森を
イメージした香りです。天然
由来の精油のみを使用して
います。

ミツバチの森の香り

「まるごと焚き込み製法」でつくった
完熟生せっけんは、じっくり時間を
かけて乾燥・熟成させた後も、やわ
らかくしなやかな感触を保ちます。
使い終わりまでとろけるようになめ
らかな手ざわりが続くことから、「生
せっけん」と名づけました。

「生」の手ざわり

天然の素材だけを使い、着色料や安定剤も一切
使用していません。完熟はちみつは、同じ蜜源でも
採取した年の気候や季節によって素材の色が異なり
ます。また石けんの製造過程においても、気温や
湿度、釡の状態によって出来上がる石けんの色合いが
少しずつ異なります。色の個体差があるのは、自然の
素材そのままを活かしている証です。

素材そのままの色

独自開発
「まるごと焚き込み製法」

1

4 5

完熟生せっけんの泡は、水となじみ
やすいため、泡切れが良く素早く洗い
流せます。洗い上がりはすっきりとして
いるのに、肌はつっぱりにくく、なめらか。
手で触れるたびに、うるおいを感じら
れる洗い心地です。

泡切れがいいのに、
なめらかな
洗い上がり

6

7 8

3

1

まるごと焚き込む

しっとりとした洗い上がりと心地
よい香りを生み出す完熟はちみつ
や天然精油などを加え、素材の
よさを損なわないようにゆっくり
加温し丁寧に混ぜ合わせます。

2 良質な素材を混ぜ込む

液状の石けんを独自製法で
固形化。天然由来成分を残した
まま、じっくり固めます。

3 まるごと固める

まだやわらかさが残っている
棒状の石けんを慎重にカット
します。

4 カットする

一つひとつ職人が両手で握り、
楕円に 整えて2～3か月じっくり
熟成します。時間をかけて水分を
抜くことで、しなやかな感触へ。

5 乾燥・熟成

熟成後の石けんを型に入れて
成型し、ロゴを刻印して仕上げ
ます。釡入れから3か月以上、自然
の恵みをまるごと抱え込んだ
完熟生せっけんの完成です。

6 刻印・完成

完熟生せっけんの泡は、洗浄成分を
天然の保湿成分が包み込んでいる「うる
おいクッション構造」でできています。
この構造により肌に必要な皮脂を守り
ながら、汚れだけを落とす「選択洗浄
性」を発揮。必要以上に奪わず、肌が
本来持っている自らうるおう力を支え
ます。さらに完熟はちみつと保湿成分
が洗顔後にうるおい保湿膜をつくり、
しっとり感を持続します。

天然の保湿成分を
まるごと抱え込んだ石けん

2

天然油脂に含まれるグリセリンは、天然
の保湿成分として知られています。一般
的な固形石けんでは、このグリセリンを
分離する製法もありますが、アピテラピ
の完熟生せっけんは、良質なオリーブ
果実油由来のグリセリンをそのまま抱え
込んでいます。うるおい成分を余すこと
なく石けんに閉じ込めているので、洗顔後
の肌に独特のうるおいを残し、しなやか
な使い心地が生まれます。

グリセリン

石けん 石けん

鹸化塩析法の
ナトリウム石けん

アピテラピの
カリ石けん

グリセリンが分離して、
石けんにほとんど残らない

グリセリンを含んだまま、
石けんに残る

油脂＋NaOH = 油脂＋KOH =



皮脂に近い成分を含むローヤルゼリーオイルとオリーブ
オイルスクワランだけでできた高純度オイルが、肌に
一体化するように浸透＊。バリア力をサポートし、うるおいが
続く肌に導きます。

Product Name

Ingredients 完熟はちみつ（保湿成分）
オリーブ由来カリ石けん（洗浄成分）
完熟はちみつ（保湿成分）
オリーブ由来カリ石けん（洗浄成分）

Net Weight 80g

Price ¥3,630（税込）

07–08

完熟はちみつと天然の美容成分をまるごと凝縮。肌に
必要なうるおいは残しながら、酸化皮脂や汗、ほこり
などの不要な汚れだけを選択して洗い流します。素の
肌本来のうるおい力を感じられる肌へ。

化粧水を忘れるほどしっとり
自然の恵みで必要なうるおいを残して洗う「生」せっけん

Product Name Echinacea Essence Honey
ハーブはちみつ　エキナセア

Ingredients アカシアはちみつ、エキナセアアカシアはちみつ、エキナセア

Net Weight 7g×15包  ／  200g

Price

上品な味わいから世界中で愛されているアカシア
はちみつに、焙煎した風味豊かなエキナセアを漬け
込みました。古くから親しまれる、養生食材の組み
合わせで、おいしさとすこやかさを両立。
香ばしい風味がはちみつの甘さをすっきりと収めること
で生まれる、何層もの奥行きある味わいを楽しんで
いただけます。

口いっぱいに広がる香ばしくすっきりとした甘さ
滋味深い味わいのハーブはちみつ

Product Name

〈メイク落とし〉

Cleansing Oil Gel
クレンジングオイルジェル

〈洗顔石けん／枠練〉

Honey Soap
完熟生せっけん

〈美容オイル〉

Pure Oil Serum
オイルセラム

Ingredients 完熟はちみつ（保湿成分）
シュガースクワラン（洗浄成分）
完熟はちみつ（保湿成分）
シュガースクワラン（洗浄成分）

Net Weight 100g

Price ¥4,180（税込） ¥4,180（税込） ／  ¥6,930（税込）

¥2,160（税込） ／  ¥3,024（税込）

Product Name Soap Dish
ソープディッシュ

Materials AS樹脂AS樹脂

塗り職人による一つひとつ丁寧な手仕事の仕上げで、
塗装の風合いも魅力。再生素材で陶器やホーローよりも丈夫
で長持ち。石けんの水気をしっかり切る二重構造です。

加賀・山中塗の温もりと確かな耐久性
再生素材を使用し、落下や水気にも強いソープディッシュ

Price ¥1,980（税込）

Product Name

Materials

Pr ice

Hair Band
ヘアバンド

オーガニックコットン 100%オーガニックコットン 100%

吸水性に優れたオーガニックコットンのタオル生地を使用。
長い髪も短い髪もしっかりまとめ、洗顔時も快適に。肌への
やさしさと使いやすさを兼ね備え、毎日に心地よく寄り添います。

やさしい肌あたりと、長く使える品質
環境への配慮から生まれたオーガニックヘアバンド

¥1,760（税込）

天然由来のオイルジェルが油性メイクにもすばやくなじみ、
うるおいを保ちながらすっきり落とします。美容オイル
成分がごわついた肌をほぐし、柔らかく整えます。

天然由来成分 97％の厚膜ジェルで
すこやかに落とすクレンジング

Product Name

Ingredients ローヤルゼリーエキス（整肌成分）
オリーブスクワラン（肌の保護成分）
ローヤルゼリーエキス（整肌成分）
オリーブスクワラン（肌の保護成分）

Net Weight 15mL ／  25mL

Price

希少なローヤルゼリーオイルが肌本来の守る力をサポート
つややかさ続くオイルセラム

Online Shop
商品の詳細・ご購入はこちら

Other Items

2026.11.01 発売

Product Name Pure Acacia Honey
完熟はちみつ　アカシア

Ingredients アカシアはちみつアカシアはちみつ

Net Weight 200g

Price ¥2,268（税込）

Pure Rosemar y Honey
完熟はちみつ　ローズマリー

ローズマリーはちみつローズマリーはちみつ

200g

¥2,484（税込）

Pure Holy Clover Honey
完熟はちみつ　ホーリークローバー

ホーリークローバーはちみつホーリークローバーはちみつ

200g

¥3,132（税込）

シルクのような舌ざわりと、
まろやかで繊細な甘み

コクのある奥深い甘みと、
すっきりとした後味

世界一美味しいと称されることもある
ルーマニア産のアカシアはちみつ

クリームチーズやクラッカーなどと
よく合います。

紅茶やドレッシングなどと合わせても
風味を感じられます。

さっぱりとしたクセのない味わいで食べやすく、
なんにでもよく合います。

※はちみつを含む製品は、1 歳未満の乳児には与えないでください。

＊ 角層まで



皮脂膜

角層（0.02mm）

自然の恵みを、
肌にも
古くから東洋では、
人と自然はひとつながりのものとして捉えられてきました。
季節の移ろいに合わせて暮らしを整える「養生」の考え方も、その一つです。
肌の美しさやすこやかさも、心地よく自然と調和することで育まれるもの。
アピテラピは、自然の恵みをできるだけそのまま活かし、
肌本来の力を引き出すことを大切にしています。

素の肌とは、何もつけなくても、与えられていなくても、自身が持つうるおいを感じられる肌。
アピテラピのスキンケアは、心地のよい素の肌に日々リセットすることで、肌のすこやかさを育みます。

アピテラピは、肌に本来備わっている力を支えるために、石けんを中心とした
シンプルなケアを提案しています。外側からただ与えるのではなく、自らの
うるおい力を引き出す３ステップで、すこやかな素の肌へ整えます。

すこやかな素の肌を引き出す
シンプルステップ

アピテラピのスキンケアは、自らがうるおう素の肌の働きを保つために、必要以上に奪わない
「選択して落とすケア」から始まります。自然の恵みを肌に巡らせ、素の肌にリセットして自らの
うるおう力を引き出すシンプルなケアです。

必要以上に奪いすぎない。
洗顔こそケアの基本

天然由来のオイルジェルが油性メイクにもすば
やくなじみ、うるおいを保ちながらすっきり落と
します。はちみつ発酵液の働きによりごわつき
がちな肌をほぐし、柔らかく整えます。

Step 01 Step 02 Step 03

不要な汚れを
負担レスで落とす

クレンジングオイルジェル

アピテラピが考えるすこやかな肌とは、角層のうるおい環境と皮脂膜が整い、自然なツヤとうるおいを
まとった肌です。角層はわたしたちの肌の一番外側にある 0.02ミリのごく薄い膜のことで、肌内部の
うるおいを保つ役割を担っています。その角層を覆う皮脂膜は、天然の保護膜として水分の蒸散を防ぐと
ともに、紫外線や乾燥などの外部刺激から肌を守ります。アピテラピは、毎日の洗顔で角層のうるおいと
皮脂膜の環境を整え、自らのうるおいを感じられるすこやかな素の肌を目指しています。

すこやかな素の肌とは

落とす 素の肌に戻す 補完する

はちみつとオリーブをはじめとする植物由来
成分が、肌に必要なうるおいは残しながら、
酸化皮脂や汗、ほこりなどの不要な汚れだけ
を選択して洗い流します。

必要以上に奪わない選択洗浄性で
うるおいを保つ

完熟生せっけん

皮脂に近い成分を含むローヤルゼリーオイルが、
乾燥や外的刺激で乱れやすい皮脂膜を補い
ます。肌の水分蒸散を防ぎ、肌の水分と油分を
最適なバランスに整えます。

皮脂膜をサポートして
バリア力を高める

オイルセラム

09–10

「素の肌」に戻す
す



徹底した温度管理

アピテラピでは、製造工程の一つひとつに細心の注意を払い、品質を守り続けています。

はちみつ本来の豊かな色や香り、そして大切な栄養素である微細な花粉や酵素を壊さないために、
わたしたちは生産からお届けまで徹底した温度管理を行っています。輸送時には「低温コンテナ」を
使用し、保管時は室温 20℃の定温管理、充填時も45℃を超えない環境を保っています。

328項目の品質・安全検査をクリア
アピテラピでは、すべてのはちみつ製品において、糖度・香り・花粉・
残留農薬など「328項目」もの厳しい検査を実施し安全性が確認された
ものだけを製品化しています。

結晶は、本物のはちみつの証
完熟はちみつは、自然の栄養素を残しているため、気温などに
より白く結晶することがあります。これは自然のはちみつ
ならではの性質で、風味や成分は変わりません。クリーミーな
口あたりと本来の「味・香り」を、お料理や飲み物、トースト
などでお楽しみいただけます。

ミツバチが作る、
本物のはちみつ

太古の昔から、人々の暮らしを支えてきたはちみつ。
はちみつは「咲いている花から採ってきた蜜そのもの」と思われがちですが、
実はミツバチたちが蜜の成分をやさしく分解し、ぎゅっと濃縮して作り上げた
「奇跡の結晶」なのです。わたしたちが「完熟はちみつ」と呼ぶのは、最後まで
ミツバチが熟成させた、自然そのままのはちみつです。
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ミツバチは花から花へと飛び回り、蜜を集めます。蜜を巣に持ち帰ると、ミツバチは
自分の体にある酵素の力で蜜の成分を「お腹にやさしい糖（ブドウ糖など）」へと
変えていきます。さらに、その蜜を羽でパタパタとあおぎ、温かい風を送って水分を
しっかり蒸発させていきます。
こうして糖度が 80度近くまで高まると、ミツバチは自分たちのワックス（蜜ろう）で
巣穴にぴったり蓋をして保存します。これが、わたしたちが完熟はちみつと呼ぶ
本物のはちみつです。
完熟はちみつには、からだにうれしい栄養がバランスよく含まれており、古くから
天然の滋養食として親しまれてきました。アピテラピでは、ミツバチたちが時間を
かけてじっくり熟成させた、味わい豊かな完熟はちみつのみを使用しています。

完熟はちみつができるまで

完熟はちみつは、ミツバチが十分に熟成させた、加熱も加工もしないはちみつです。
熟成を待たずに収穫を急いでしまい、まだ水分が多い不完全なはちみつを採取してしまうと、甘味も少なく、そのままでは腐ったり発酵したりして
しまいます。そのため世の中には、機械で熱を加えて無理に水分を飛ばし、糖度を高めたはちみつも少なくありません。加熱加工してしまうことで、
はちみつが持つ本来の栄養や大切な酵素の働きが失われてしまうことがあります。近年では、シロップを混ぜたり、産地を偽装したりする「ハニー
ロンダリング」も世界的な問題となっています。わたしたちは養蜂家として、本物のはちみつを守っていくことを大切にしています。

はちみつには、目には見えないほど微細な
花粉も含まれており、これも大切な栄養素の
ひとつです。
アピテラピでは余計な加工をせず、不要な
もの以外は取り除かないようにしているため、
出来上がったはちみつも、天然由来の栄養素
をたっぷりと含んでいます。

完熟はちみつが希少な理由

ミツバチは 1回の飛行で、なんと500近くもの花を巡ります。お腹いっぱいに蜜を集めても、
持ち帰れるのはわずか40mg。体重の半分ほどの重さの蜜を抱え、1日に十数回も巣箱と花畑を
行き来しますが、一匹のミツバチが一生をかけて集められるはちみつは、ティースプーン 1杯にも
満たないのです。
アピテラピは、ミツバチたちが育んだ貴重な完熟はちみつを、大切にお届けします。

ティースプーン 1杯のはちみつ

「自然のまま」をお届けするために

@apiterrapi apiterrapi.com

公式オンラインショップ公式インスタグラム


